
第４回原子力委員会定例会議議事録 

 

１．日 時  平成３１年２月５日（火）１３：００～１３：５０ 

 

２．場 所  中央合同庁舎第８号館５階共用Ｃ会議室 

 

３．出席者  内閣府原子力委員会 

 

        岡委員長、佐野委員、中西委員 

       内閣府原子力政策担当室 

        竹内参事官 

       日本原子力研究開発機構 Ｊ－ＰＡＲＣセンター 

        金谷物質・生命科学ディビジョン長 

        曽山物質・生命科学副ディビジョン長 

        川北中性子利用センター研究主幹 

         

４．議 題 

 （１）Ｊ－ＰＡＲＣの中性子利用における成果と産業利用への取組（日本原子力研究開発 

    機構） 

 （２）その他 

 

５．配布資料 

（１）Ｊ－ＰＡＲＣの中性⼦利⽤における成果と産業利⽤への取り組み 

 

６．審議事項 

（岡委員長）それでは、時間になりましたので、ただいまから第４回原子力委員会を開催いた

します。 

  本日の議題は、一つ目がＪ－ＰＡＲＣの中性子利用における成果と産業利用への取組（日

本原子力研究開発機構）、二つ目がその他です。 

  本日の会議は１４時を目途に進行させていただきます。 
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  それでは、事務局から説明をお願いします。 

（竹内参事官）議題１、Ｊ－ＰＡＲＣの中性子利用における成果と産業利用への取組です。 

  原子力利用に関する基本的考え方においては、原子力利用の基盤強化の中で研究開発機関

と原子力関係事業者の連携・協働の推進について言及しております。新たな技術を市場に導

入するのは原子力事業者である一方、技術創出に必要な新たな知識や価値を生み出すのは研

究開発機関であり、両者の連携や協働が重要であります。 

  これらの取組の一つとして、本日は原子力開発機構よりＪ－ＰＡＲＣにおける産業利用の

状況と成果について御報告いただきます。 

  本日の説明者は、金谷Ｊ－ＰＡＲＣセンター物質・生命科学ディビジョン長、曽山副ディ

ビジョン長、川北中性子利用セクション研究主幹であります。 

  それでは、どうぞよろしくお願いします。 

（金谷ディビジョン長）Ｊ－ＰＡＲＣセンターの物質・生命科学ディビジョンのディビジョン

長、金谷でございます。 

  それでは、今日は今御説明いただきましたように、Ｊ－ＰＡＲＣの中性子利用における成

果と産業利用への取組というタイトルで我々の活動の一部を紹介させていただきます。 

  まず、次のページに行っていただきまして、ページ２でございます。 

  これは我々の物質・生命科学実験施設、ＭＬＦと呼びますが、中性子実験装置の概略を示

したものでございます。 

  現在、我々の中性子の施設にはビームホールの数が２３個あります。そして、その周りに

中性子の測定をする装置が現在２１台設置されております。その数が、あと２本まだビーム

ホールが残っているという形でございます。 

  これらの装置は全てユーザーの方に、利用者の方に開放されております。いろいろな装置

がございます。一つ一つ全てその性能を説明させていただくのは少し控えさせていただきま

すが、例えば、たんぱく質の結晶構造を見る装置でありますとか、分子・原子の運動を見る

装置でありますとか、結晶構造を観察する装置、それから表面界面の構造、そして、また、

ダイナミクスを見る装置がございます。 

  見ていただきますと分かるかと思うのですが、装置はそれぞれ所有している組織がござい

ます。ＪＡＥＡであったり、ＫＥＫであったり、また、ＣＲＯＳＳと書いてあるのがござい

ますが、それはいわゆる共用法、後で説明させていただきますが、共用法に基づいて設置さ

れました共用ビームラインというものでございます。更に、これも後でもう一度説明させて
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いただきますが、茨城県が２本ビームラインを所有されております。 

  これが大体我々の実験施設、実験装置の概略でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  現在持っております２１本の実験装置を、我々は中性子ビームラインという呼び方をしま

すが、それをどのように運営しているかを簡単に説明させていただきます。 

  その図を見ていただきますと、左側にＫＥＫ、これは大学共同利用機関法人でございます

が、ＫＥＫが８台の装置を持っております。そして、次、一つ右に行っていただきまして、

ＪＡＥＡが、これは国立研究開発法人でございますが、設置者ビームラインとして４台の装

置を持っております。 

  そして、もともとＪＡＥＡは独自の研究をするということで、その施設の持つ装置、ビー

ムラインを一般利用者に開放するというミッションがなかったので、これだけ高度な装置を

一般の方にも利用していただこうということで、その上に書いてあります「特定先端大型研

究施設の共用の促進に関する法律」、通称共用法と呼ばれているものですが、これを適用し

ていただいて、いろいろな科学分野における研究開発等にそれぞれの装置を利用するために、

装置を開放させていただいております。 

  その法律のもとに登録施設利用促進機関、現在はＣＲＯＳＳというところがやっておりま

すが、そこにそれが設置されまして、７台の共用ビームラインを運営しております。ＣＲＯ

ＳＳの主なミッションは、共用ビームラインに対する課題選定と、それから利用者の支援で

ございます。 

  更に、先ほども申しましたが、茨城県が２台の専用ビームラインを持っております。この

専用ビームラインは主に産業利用に特化した形で使われております。 

  このような幾つかの組織が一体的にこのビームラインを運用しているわけでございますが、

利用者の方々にとっては、別にどういう組織が運営しているかということは全く重要ではご

ざいませんので、我々はＪ－ＰＡＲＣユーザーズオフィスにおきまして利用者の方々の実験

の課題申請を一元化して受け付けております。ワンストップ窓口という形です。 

  ですから、ユーザーの方々は実験申請をどの組織のビームラインであるかを気にせずにユ

ーザーズオフィスに申請することができる形になっております。それで、ユーザーズオフィ

スから一元的に採否の通知をユーザーの方はもらうという形になっております。 

  次は、Ｊ－ＰＡＲＣ ＭＬＦ共同利用の仕組みについて説明させていただきます。 

  優れた研究成果を出すことができるように実験課題を公募しまして、それを受け付けて、
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課題審査委員会を設置し、優れた課題を選定するという仕組みをとっております。 

  では、利用者の方が実際どのような課題に対して応募ができるのかというのが、そこに四

つ掲げております。 

  一つが定期募集で、これは年に２回行われます。どなたでもというのは大学、それから企

業、それから公的研究機関等に属する研究者、それから大学院生も応募ができるようになっ

ております。 

  それから長期課題、これはＪ－ＰＡＲＣ ＭＬＦのこういう装置を戦略的に使って、長期、

実際には３年でございますが、３年間ビームを確保できるという課題、制度でございます。

これによって戦略的に使っていただき、より高い利用成果を上げていただくようにしており

ます。 

  更に、三つ目としましては緊急課題、これは学術的・社会的には重要性が極めて高い課題

を迅速に実施するための課題でございますが、例えば新しい新物質ができたと、それをすぐ

に構造解析をしたいというような場合に、この課題を使っていただいております。 

  それから、もう一つは、産業界の要望が非常に強く、実施を始めました随時課題でござい

ます。産業界の方はより速いスピードで製品開発をされます。学術界に比べてより速いスピ

ードで製品開発されますので、それに合ったようなスピードで実験がしたいと、そのような

形で随時課題、いつでも応募ができる課題というのを設けております。実際には年４回の募

集でございますが、これは現在、茨城県のビームライン、すなわち産業利用に特化している

ビームラインでこの制度が採用されております。 

  実際に課題数がどれぐらいかというのは、そのページの右下のグラフを見ていただければ

いいかと思うのですが、大体、年間で６００～６５０ぐらいの課題が申請されてきます。そ

れで、ここのブルーの部分が学術的な利用で、オレンジのところが産業界からの利用申請で

ございます。 

  その下、一番下の黄色で少し囲った部分でございますが、２０１７年度実績を見ますと、

使用可能な２０台の実験装置に対しまして、課題数が６８４件申請されました。その内訳は、

学術が５９１、産業界から９３でございます。そのうちの４７３件が実施した、課題が通っ

たということでございます。 

  その内訳を見ていきますと、学術が３９２、産業利用が８１、これを見ますとアクセプト

された、すなわち課題が採択されたものでは産業界の方が非常に採択率が高いという結果が

出ております。 
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  ですから、実際に１５％ぐらいの申請率が産業界から出ておりますが、実際には実施する

のはそれ以上、２０％を超えるような課題が実施されております。 

  次に参ります。 

  次はＪ－ＰＡＲＣ ＭＬＦ利用の成果でございます。二つの指標をここには示させていた

だきます。 

  一つは左側の棒グラフでございますが、これは出版された論文数でございます。これは多

くの施設、ほぼ全ての施設で指標にしているものでございますが、審査付きの論文及び審査

付きの学会の会議録、プロシーディングスの割合です。大体現在１７０ぐらいの年間論文数

が出ているという形でございます。 

  もう一つはＮＣＩと呼んでいますが、規格化されたサイテーションインパクトがございま

す。これは分野で規格化しているのと、それから出版年度で規格化しているという意味でご

ざいますが、このＮＣＩという指標を使いまして一つ成果をしております。 

  右側の、少し字が小さくて申し訳ないのですが、非常にＮＣＩの高い論文がＭＬＦから出

ておりまして、一番高いのは、実は、これは全固体電池の研究でございます。非常にこれは

産業界とも直接的に結びつくような実験課題でございます。こういうのが高いインパクトフ

ァクターを得ているということになります。 

  更に、米国のＳＮＳ、これはオークリッジにありますほぼ同様の施設でございますし、英

国のディドコットにありますＩＳＩＳという、これもほぼ同様の施設でございますが、その

他国の施設と比べましても、このＮＣＩという指標で見てインパクトの高い結果がＭＬＦか

ら出ているというのが分かります。 

  次に行かせていただきます。 

  実際に、次からは具体的な成果でございますが、これは非常に有名になりましたが、高性

能タイヤの開発ということが、これは住友ゴム工業さんがされた研究でございますが、放射

光施設ＳＰｒｉｎｇ－８、それから我々のＪ－ＰＡＲＣ、それから、スーパーコンピュータ

ーであります京を連携させて使っていただき、「ＡＤＶＡＮＣＥＤ ４Ｄ ＮＡＮＯ ＤＥ

ＳＩＧＮ」という技術を完成させました。 

  主にＳＰｒｉｎｇ－８で構造を、そして我々のところではダイナミクス、分子の運動を見

て、更に京コンピューターを使ってその結果を検証されているということでございます。 

  大事なことは、実際この技術を使って商品まで出されています。そのページの一番下でご

ざいますが、これは商品化された低燃費タイヤ「エナセーブＮＥＸＴⅡ」は既に市場に出回
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っております。それによりまして、日本経済新聞社の「２０１７年日経地球環境技術賞」を

受賞されております。 

  更にこのＡＤＶＡＮＣＥＤ ４Ｄ ＮＡＮＯ ＤＥＳＩＧＮにおきましては、耐摩耗性能

というのを上げるということで、実際に２００％の耐摩耗性能向上をなされております。 

  次に行かせていただきます。ページの７でございます。 

  これも我々Ｊ－ＰＡＲＣ ＭＬＦからの産業界に直結する研究結果の一つでございますが、

今、エネルギー問題もございまして、非常に電池の研究が盛んでございます。その一つでご

ざいますが、東工大の菅野先生、左下に写真を示させていただきましたが、菅野先生との共

同研究でございます。 

  特にここの研究の中では、高出力かつ高エネルギー密度の固体電池の開発をされました。

安全性においても固体電池は非常に重要でございます。 

  そこの図のちょうど真ん中ぐらいにありますのが、菅野先生が開発されました固体電池で

ございます。中性子を、そこの中のリチウムイオンの拡散経路を解析によって明らかにしま

した。それが最初の物質では１次元的な拡散をしました。 

  このデータをもとに菅野先生は右側に示す新しい物質をまた開発されまして、高い導電性

をこれによって得ました。この、実際、物質を中性子で解析することによって、この物質で

は３次元的なイオン拡散が行われている。よって、高い導電率が出るということが分かりま

した。 

  このデータ、この結果をベースにしまして、全固体電池搭載のＥＶ車を２０２２年に国内

発売するということがＴ社から新聞発表されました。 

  次、お願いいたします。 

  ここからは我々Ｊ－ＰＡＲＣ ＭＬＦにおける産業利用の取組について少し話をさせてい

ただきます。 

  まず、これ。中性子産業利用推進協議会というものを、まず立ち上げました。それが平成

２０年５月１５日、これはちょうど我々の施設が中性子ビームの発生に成功した年であり、

正にその月でございます。 

  これによってＪ－ＰＡＲＣ ＭＬＦの中性子の産業利用を推進するということを目的に設

立いたしました。 

  そのとき会長として新日鐵住金の名誉会長、今井様にやっていただきました。経団連名誉

会長でございます。副会長としては日立の庄山様、そして、トヨタ自動車の内山田様にお願
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いいたしました。顧問としましては、有馬先生にお願いした次第です。 

  実際、活動としてはそこに示しますように、産業界の要望を取りまとめると同時に、特定

テーマに関して産学官共同研究を推進していただきましたし、技術セミナー、講習会と開催

していただきまして、会員の皆さんに出前講義とか、中性子測定技術の講習会、いわゆる啓

蒙活動を広くやっていただきました。 

  現在、平成３０年５月の段階ですが、４９社さん、そして、２研究機関がこれに参画され

ております。 

  次、お願いいたします。 

  それから、もう一つの我々の産業利用に対する取組としまして、ＭＬＦの産業利用報告会

を毎年開催させていただいております。産学官、大体３００名、それ以上の参加者を毎年得

ています。 

  ここでの議論といたしましては、イノベーションの共創ということをテーマに産業界と施

設、それぞれが求める成果のすり合わせを行っております。産業界が求める企業価値、いろ

いろあると思います。基礎研究であったり、応用研究であったり、製品開発、それに対して

中性子の利用を進めていくと。 

  もちろん、企業側の取組に対して施設側といたしましては、試料環境の開発であるとか、

新たな測定法や解析法を示していきます。ここではそのマッチングを求めるわけでございま

すが、研究報告会でマッチングがうまくいった成功例を紹介することで新たな次の動機を生

み出していくと。 

  そのページの右下の方にポスター発表の場が示されていますが、ちょうどこういうポスタ

ー発表の場がそれぞれ企業と、それから施設側の相談会の場になっています。非常にこれは

重要な場として我々は考えております。 

  次、最後になりますが、今後の我々ＭＬＦにおける産業利用への取組の方針を少し説明さ

せていただきます。 

  これは実際にもう既に動いている、ほぼ契約にまでこぎつけようとしているものですが、

二つございます。 

  一つは、企業コンソーシアムの形成による産・学・施設の連携ということで、実際には企

業様にコンソーシアム作っていただきまして、幾らかの出資を頂いて、我々の施設、そこに

学術の方も入っていただきます。大学の先生が主ですが、その学術の先生方と共同研究とい

う形をしながら施設に入ってきていただいて、全体として企業のコンソーシアムとして産業
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利用に結びつく研究をしていただいております。 

  ここでの研究は主に非競争領域といいますか、基盤的なこの企業分野におけますオープン

イノベーションといいますか、基盤的な研究がメーンになります。産業界、それから施設、

学術界もそれぞれそこに書かせていただきましたようなメリットがあるということで、こう

いう形の新しい取組が進んでおります。 

  もう一つの取組ですが、総合企業と書かせていただきましたが、幾つかの事業をされてい

る企業とＭＬＦの間で組織対組織の連携というのが始まっております。これは、実際にはあ

る一つのテーマだけについて連携するのではなく、企業の方が持っていらっしゃる幾つかの

テーマについて本格的に連携をしていくということで、実際に企業の方に我々の施設に来て

いただいて、常駐していただいて、我々の中性子散乱技術を習得していただく、勉強してい

ただく、その技術をより効率的に産業界に役立つように使っていただくということでござい

ます。 

  この前には競争領域、それから非競争領域、すなわち成果を公開しないような領域での研

究も実際にはやっていただける方になります。非常に企業の多くの要求、数々の要求を満た

す、かつ迅速に満たすことができるということで、このような取組にも最近力を入れている

ところでございます。 

  以上でございます。 

（岡委員長）ありがとうございました。 

  それでは、質疑を行います。佐野委員からお願いします。 

（佐野委員）詳細な御説明、ありがとうございます。 

  産官学の協力によって研究及び実際の技術ベースで成果を出されており、大変すばらしい

パフォーマンスを示されていると思います。 

  一つ質問があります。４ページの審査委員会は内部の審査委員会ですか、それとも産業界

等に開かれた混成部隊でできているのでしょうか。次にどういうプロセスで審査されている

のでしょうか。それから、結局６８４のうち４７３が採用され残りが落ちているということ

ですが、この落ちた２００程のプロポーザルは、他に行っているのですか、あるいは外国に

申請しているということでしょうか。つまり、需要と供給のバランスは圧倒的に需要の方が

多いのだろうと思うのですけれども、その辺りはどのようにお考えなのか教えていただきた

いと思います。 

（金谷ディビジョン長）では、まず最初の御質問、課題審査のプロセスでございますが、基本
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的には混成でやっております。 

  まず、中性子でできる分野というのはいろいろな分野がございます。ですから、それぞれ

の分野について分科会ということを、今、七つでしたかね、七つの分科会に分けて、その中

の一つには産業利用分科というのもございます。産業界の人はそこに出される場合が非常に

多いのですが、そういう中でそれぞれの分科で審査をしていただいて、今は各分科で、多い

場合は５０課題以上あるのですが、それを全部一つずつ見ていただくというように、ここ３

年ぐらいですか、２年かな、綿密な審査ということで形態をとる。 

  最終的にはそれの分科で審査した結果を施設利用委員会、それから課題選定委員会という、

それぞれ共用ビームラインと、それから設置者ビームラインの合同審査会で最終的にはそこ

でアプルーブするという形をとらせていただいております。 

  一つ特徴なのは、国際化というのを目指したので、基本的には英語の申請で、審査員の中

には海外の方も含まれています。ただ、産業界は英語でやる必要はないだろうということで

日本語での記載を、申請を認めさせていただいています。 

  ちょっと余談になるかもしれませんが、震災で我々が非常に大きい影響を受けたときに、

課題が英語で書かれているということだったので、海外の施設、非常にあのときは海外の施

設からヘルプのオファーがありましたので、そのまま海外の施設に持っていって、海外で審

査して幾つかの課題を受け入れていただきました。そういう形でございます。 

  それから、実際に落ちたというのですか、採択されなかった課題についてどうしているか

ということですが、海外に行かれる場合もありますが、それほど多くはやはりなくて、落ち

るということは、やはり科学的、若しくは産業的意味合いが多少ほかに比べて勝っていない

ということでございますので、次にもう一度、実際申請書をポリッシュアップしていただい

て出していただく場合が多いです。その場合、我々はもちろん申請書に対してアドバイスを

させていただくルートも持っております。 

  大体世界中で見てこのぐらい、大体１．４倍とか１．５倍ぐらいの競争率なのですが、世

界的に見てそれほど変わった突出した値でもないというふうに認識しております。 

（佐野委員）それから、大学院生も申請できるということですが、実際はどうなのですか。 

（金谷ディビジョン長）実際、結構あります。人材教育の一環としてというのもありますし、

それから、やはり大学院生は時々すごいアイデアを持っていらっしゃる方もいるので、これ

は、よい課題を見出す方法として我々はいいと思っています。 

  ただ、実際に実験していただくときには指導教官というか、スーパーバイザーの方のやは
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り承認をとって、それで、何かあったときには責任をとっていただくという形の承諾書でし

たか、をいただいた上で実験していただいています。 

（佐野委員）ありがとうございます。 

（岡委員長）中西委員、いかがでしょうか。 

（中西委員）どうも御説明ありがとうございました。 

  たくさん聞きたいことがあるのですけれども、震災の影響は受けたのですか。課題の申請

数とか、あと、論文数は余り影響を受けていないようなのですけれども。もうそれは克服し

ていると考えてよろしいでしょうか。 

（金谷ディビジョン長）はい、震災の影響はもちろんありました。ありましたというのは、論

文数は実際に震災が起こった年、次の年に論文が出てくるわけではないので、ならされて出

てくる。 

（中西委員）ただ、課題数も２０１１だけは落ちていますけれども、あとはすぐ回復している

ので、すぐ回復したと考えてよろしいわけですね。 

（金谷ディビジョン長）はい。 

（中西委員）今はもうその後遺症はないと。 

（金谷ディビジョン長）はい、今はもうないです。ここ３年ぐらい非常に施設を安定して動か

すことができるようになりまして、大きい施設の停止というのは震災、それからハドロン事

故、それからターゲットトラブルとあったのですが、ここ３年は非常に安定して、ユーザー

の方も増えております。 

（中西委員）あと、ビームラインの運営、３ページですけれども、ここのＫＥＫは８装置、Ｊ

ＡＥＡは合計１１装置、茨城学が２装置とありますけれども、この割合というのは適正なの

でしょうか。それともこの割合というのは歴史的に変わってきたものなのでしょうか。 

（金谷ディビジョン長）これは建設当時にちょっとさかのぼりますが、実際にＪＡＥＡと、そ

れからＫＥＫとの統合、省庁統合のシンボル的なもので始められまして、大学共同利用研で

ありますＫＥＫは比較的学術的、そして先進的な研究が多く、ＪＡＥＡの場合は、むしろ汎

用的、それから産業利用に近いような研究が多く、ある意味、バランスのとれた数ではない

かなという気はいたします。 

（中西委員）分かりました。では、今現在ではこの割合はほぼ適切であると。 

 それから、住友ゴム工業などいろいろと成果が上がってきているというのはわかるんです

が、何か問題点というのはないのでしょうか。 
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（金谷ディビジョン長）やはり、もちろん成果を出していただいているこういうケースも幾つ

もあるのですが、問題点としましてあえて言うならば、やはり、企業の方、産業界の方はす

ぐに使いたいと。例えば、こういう製品開発、企業の開発スピードって我々の学術研究のス

ピードよりもずっと速くて、ですから、いつでも使えるようにしてもらいたいというような

希望があるのは確かですね。そういうところは、特に産業利用を考えたときには改善してい

くべきところかなというふうに思っています。 

  それも考えまして、メールインサービスというシステムを我々取り入れておりまして、試

料だけ送っていただくとそれを測定してユーザーの方にお返しするということ、産業界の方

はそういうことを使われる場合も多い。 

（中西委員）それから、中性子利用全体を考えたときに、これまでいろいろ得られてきたノウ

ハウをもとにしてこれからの開発スコープといいますか、どういうふうにお考えになっている

か伺いたいのですが、Ｊ－ＰＡＲＣでできること、すばらしい機器があるのでいろいろあるの

ですけれども、やはりＪＲＲ－３と比べるとできないこともあると。ＪＲＲ－３はできること

もあるけれども、Ｊ－ＰＡＲＣでしかできないこともあると。開発に当たってはＳＰｒｉｎｇ

－８とか京とか理研とか、いろいろやっているわけですね。ですから、中性子の装置に縛られ

るのではなくて、例えば、中性子利用の将来スコープみたいなことについてはどういうふうに

お考えか伺いたい。 

（金谷ディビジョン長）幾つかの観点があると思いますが、例えば、もともとＪ－ＰＡＲＣの

この中性子装置を造ったときにグランドデザインを我々は書いております。その中にはＪＲ

Ｒ－３がすぐ横に、８００メートル向こうにあるわけなのですね。そうすると、定常中性子

を使った方がより適切な測定分野があります。 

  具体的に言いますと、小角散乱だとかなのか、あとは、こちらは広いコア、長さスケール

を測れますが、小角、大きな構造だけ見ると定常炉の方がずっと積分強度が高いので、そう

いうところとの相補的な利用、２０２０年１０月ですか、すでに再稼働が決まっているとお

伺いしています。ですから、そこの再稼働に向けて、より効率的な中性子の利用をＪＲＲ－

３も含めて考えていこうかなと思っています。 

（中西委員）これは両方を使って、ということはやはり考えられてはおられないと。 

（金谷ディビジョン長）はい。 

（中西委員）それから、大きい装置というのは、やはりメンテナンスがとても大変だと思うの

ですね。いろいろこの施設を維持する人というのは、研究所としてはスポットを当てにくい
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立場だと思うのですが、ただ、そういう技官的な方と研究を進める人が一緒にならないと新

しい開発ってできないと思うのです。、その人材育成というのはメンテナンスする人に対し

てはどういうふうに行われているか、お願いします。 

（金谷ディビジョン長）非常に難しい質問だと僕は思うのですが、日本の制度といいますか、

いわゆる技官の制度というのが、実はなかなか日本には育たないところがございますので、

実際に研究者、研究者というのは学位を持っていらっしゃる方が技官に近い仕事をせざるを

得ないというのが、これは日本のどこの施設でもそうなのですが、そうしますと、やはり今

後そういう人たちをどういうふうに処遇していくかという問題も含めて、また、更には、今

後どういうふうな人を雇っていって、その施設を保持するのに必要な人、それから実際にサ

イエンスをやるのに必要な方々とか、そういうところの切り分けというのをしっかりとやっ

ていかないといけないかなというふうに考えています。 

（中西委員）どうもありがとうございました。 

（金谷ディビジョン長）よろしいですか。 

（岡委員長）ありがとうございました。大変すばらしい成果だと思うのですが、ＪＡＥＡさん

の産業界と連携が、今後重要だと思っているのです。Ｊ－ＰＡＲＣの今の中性子利用の成功

のポイントを幾つか要領よくお話しいただいたと思うのですが、さっき中性子協議会もある

し、産業利用の報告会もあるしというような感じでいろいろ伺いましたけれども、成功のポ

イントというのは何々あるのだというふうにお考えですか。 

（金谷ディビジョン長）そうですね、いろいろなポイントあるかと思うのですが、まず、やは

り、産業界に特化したビームラインを一つ持ってきたということは非常に大きかったと思い

ます。それを更に支援していただく、もちろん、大きな企業さん、日本を代表するような企

業の方々が支援してくださる。立上げのときにそれがあったというのは非常に大きな我々は

助になりました。資料にも記載させていただきましたが、今井様でありますとか、日立の庄

山様でありますとか、非常にいろいろなところに力を持っていらっしゃる。 

  更に、それだけではどうしようもないところがやはりありまして、現実的に研究を進めて

いくときには、やはり事業の現場の方とのやりとりも必要で、そこのところ、先ほど産業利

用報告会という名前で言いましたが、そこでのマッチングをうまくとっていくことが大事で

あると。 

  更にもう一つ、住友ゴムさんの例なんかで分かるかと思うのですが、やはり、一つの成功

例を彼らは作ってくれたと思うのですね。そこは非常にやはりないと、なかなか注目もされ
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ない。実はゴム会社さんって、日本にも、ほかにも御存じのように五、六社あるわけですが、

そういうところの方々がやはり一つ成功例を見ますと、ちょっと言葉が悪いかもしれません

が、乗り遅れたら困るというようなことがございまして、たくさん参画してくださるように

なってきました。 

  一つに絞るのはなかなか難しいのですが、そういうようなところかなというふうに我々は

今のところ考えています。 

（岡委員長）ＪＲＲ－３でも伺ったのですが、まず産業界に使っていただくのを一生懸命やっ

たのだと聞いたことありまして、やはりそういうことなのだというふうに理解してよろしい

のでしょうか。 

（金谷ディビジョン長）まずは使っていただくということが大事だと思うのですが、やはり中

性子、少し企業の方にはバリアが高い部分がある。そこをやはり下げていただくということ

は、モチベーションを上げていただくためにはうまくいく例を作ってあげるということが非

常に重要であるという。簡単に話していった方がいいかもしれませんが、リピーター率とい

うのを我々はある程度統計とっておりまして、１回は来られるのだけれども、そこから大分

減るのですよね。 

（川北研究主幹）川北から説明させてもらいます。 

  産業利用で我々がやっている取組として、まずはその取込を最初にしたいということで、

実はＣＲＯＳＳが中心になってやっているのですが、新ユーザープロモーションプログラム、

ＮＵＰといっていますけれども、最初に来たユーザーに対しては申請書を書くのから手伝い

ますよという制度を作って、ある程度ビームの枠を設けて、我々が協力して実験する。その

実験成果をもとに次の申請書を書けるようになるところまでやろうという取組しています。

それによってかなりの新規ユーザーが育っています。 

  ただ、それでもやはり企業とのマッチングがうまくいかなかったところは減っていくので

すが、その成功例を幾つも示して、産業利用報告会で示していると、やはり企業も興味を持

ってやってきてくれるところがたくさんありますので、そのリピーター率というのが一旦減

ってまた増えてくる、その二こぶ山があるような形になっています。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  あと二、三質問あるのですけれども、非常に産業との連携がうまくいっているのですけれ

ども、ＪＡＥＡさんのほかの部門というのですか、Ｊ－ＰＡＲＣ以外のところはこういうう

まくいっている例を十分知るというか、何かそういうメカニズムはＪＡＥＡさんの中にある
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のでしょうか。これは、ちょっと質問する相手が違っていると思いますけれども。 

（曽山副ディビジョン長）今の御質問に対してどのようにというところがありますが、もちろ

ん、ＪＡＥＡの中でこのＪ－ＰＡＲＣ、陽子ビームですかね、陽子ビームが産業界に非常に

有効に使われてきたというのは、機構内での報告会等で非常に評価していただいておりまし

て、そういった意味では、今の３号炉を有効に活用したいというふうに、そこも連携しなが

ら使っていきたいというふうに進められていると認識しております。 

（岡委員長）もう一つ、ＪＡＥＡさんの職員の側から見ると、お世話ばかりではしようがない

というところもあって、僕は必ずしもお世話だけではなくて、実際そこに装置があることで

プラスが物すごくあると思うのですけれども、その辺りの研究者の意識というのですか、さ

っきメンテナンスの技官のお話がございましたけれども、その辺りいかがでしょうか。 

（川北研究主幹）川北から説明させていただきます。 

  ユーザーの支援といいましても、研究の支援ですので、研究の相談役でないといけないわ

けですね。その相談役であるためには、やはり我々も一流の研究者でないとその相談役にな

り得ない。信頼していただけないという部分がありますので、ある意味、Ｊ－ＰＡＲＣの中

では世界でも初めての装置だったり、初めての測定方法だったり、いろいろな新しい原理を

使って新しい装置を生み出してきたので、それが、例えば世界の中性子のユーザーにとって

も初めての経験だったりするわけですね。 

  その新しい装置をうまく使いこなすための先導的研究というのを原子力機構の中ではスタ

ッフが中心になってやっています。その先導的研究によってこんな使い方ができるのだよと

いうのを示してあげるというの、また、この成功例を見せてあげるという一つの例になって

いまして、その先導的研究の分野でスタッフが頑張っているということになっています。 

（岡委員長）もう一つの質問は、非常に飛んだ質問です。地球環境問題にイノベーションで対

応するということに関してです。汎用目的技術、ＡＩとかＩｏＴとか、微小電気機械システ

ムとか、半導体技術とかパネル技術、こういうものが発展していってお互い接点ができたと

ころでイノベーションは起こってくる。これで温暖化対策技術のコストが下がると地球温暖

化対策も進むとの意見があります。私の課題は、そうだとしたら、原子力はそこがちゃんと

やれるのかということがございまして、産業との接点が一番うまくいっているように見える

Ｊ－ＰＡＲＣさんというのは一つのそういう産業界とのインターフェースではないかと思う

のです。汎用目的技術って非常に大き過ぎてちょっと中性子からえらく離れているのですけ

れども、汎用目的技術を原子力に取り入れる、エネルギーだけではなくて放射線、中性子利
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用を含めて取り入れる接点みたいな点について、さっき成果報告会が一つのディスカッショ

ンの場だとありましたけれども、原子力は取り残されるのではないかと心配しているところ

がございまして、何か御意見ございましたら。 

  産業界がいろいろなことをやっていますよね。例えば、電気自動車って今、非常に変わっ

ていこうとしていますよね。ほかのところもいろいろなものがそういう形で変わっていく。 

  さっきの電池のお話も、実は、電池が１次元的だからなかなか大容量化できないとなって

いたのが、今日お話で３次元化して容量が増えています。そういう感じでサイエンスが組み

合わさってこういうところが発展していく、その辺りについて、産業界のそういう汎用目的

技術の発展と原子力は、では、原子力利用はどういうふうにうまくやっていくのかなという

ところなのですけれども、何か御意見ございましたらお願いします。 

（曽山副ディビジョン長）おっしゃるように、我々もいわゆるＡＩとの共創というのは非常に

重要な分野だと考えております。 

  マテリアルズインフォマティクス等、新しい材料を研究するときにやはりＡＩを駆使しな

がら、そして計算科学と駆使しながら新しい材料を見つけていくということで、次の、やは

りＪ－ＰＡＲＣ、中性子利用の展開の一つかというふうに進めております。 

  原子力材料も、やはり基本は、原子力開発も基本はやはりいわゆる材料、基礎的な材料開

発、そして、その展開がやはり根本ではないかと思いますので、そこのところを汎用的な基

盤として展開していくことというのが重要ではないかと一つには考えております。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

（金谷ディビジョン長）非常に難しい問題で、我々のところは、今、曽山さんがおっしゃった

ような、やはりＡＩ技術というのは本当に大事だと思っております。そこのところというの

がやはり、ビッグデータを我々は出せる施設でありますし、ビッグデータというのはいろい

ろなところで実は出てくるのですね。我々のところの技術がそういう、もちろんマテリアル

ズインフォマティクスにもなるし、危険予知というようなところにつながる場合もあります

し、そういうところと原子力との接点は意外とあるかなというふうには考えておりますし、

安定にシステムを動かすようにするにはどうすればいいのか、一つのやはりＡＩ技術だと考

えておりますし、そこは我々のところ、いわゆる加速器ベースではございますが、危険予知、

それから経年劣化に対する予知、そういうことはＡＩ技術、やはりシステムをどういうふう

にきちっと動かしていくかと、その辺に関しては原子力と近い部分はあるかなというふうに

は考えております。 
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（岡委員長）ありがとうございました。 

  原子力の利用において、ＪＡＥＡさんの役割は非常に大きいと思うのですけれども、特に

産業界との連携、エネルギーの分野は必ずしも今まで課題がなかったというのではなくて、

今後Ｊ－ＰＡＲＣさんのこの取組が非常に参考になるはずと感じます。Ｊ－ＰＡＲＣさん御

自身として発展されるのは、当然なのですけれども、いろいろな装置があって、共同利用装

置もありますし、それから自分の装置を提供してやる場合もございますし、自分で使ってや

る場合もあると思うのですけれども、それぞれにおいてレベルは違うかもしれないですが、

やはり産業界の情報はちゃんと来て、単に何か話を聞くというのではなくて、共同作業とい

うのですか、そういう形で仕事が進んでいくと非常にいいのだがなと思っておりますので、

是非、周辺のところにも今のいい経験を聞かせていただければ大変有り難いと思います。 

  どうも今日はありがとうございます。 

  先生方、何かございますか。よろしいですか。 

  それでは、どうもありがとうございました。 

（金谷ディビジョン長）どうも、こちらこそありがとうございました。 

（岡委員長）それでは、議題１、以上です。 

  議題２について事務局から説明お願いします。 

（竹内参事官）今後の会議予定について御案内いたします。 

  次回、第５回原子力委員会の開催につきましては、開催日時、２月１２日１３時半から、

開催場所は８号館５階共用Ｃ会議室、議題は調整中で、後日、原子力委員会ホームページ等

の開催案内をもってお知らせいたします。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  そのほか委員から何か御発言ありますか。 

  それでは、御発言ないようですので今日の委員会はこれで終わります。どうもありがとう

ございました。 


